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　東日本大地震と引き続く原発事故から 1年にな
ろうとしている．寒さ厳しい中で当時の被災者の
方々はどんなにつらかったか，透析医療を提供す
るために自らも被災者であったであろう透析スタ
ッフがいかに苦労し努力したかが本特集の論文か
らうかがわれ，あらためて頭が下がる思いである．
　東北地方はかつてない大雪にも見舞われてい
る．私自身，岩手で生まれ，小学・中学校時代を
秋田，宮城，福島，青森で過ごしたので，冬の寒
さの厳しさは身にしみている．東北人の粘り強さ
と復興を信じるとともに，「想定外」と弁明せず
とも済むような災害対策を身近なところから始め
たい．
　先日，私の所属施設が国際的な病院評価機構で
ある Joint Commission International（JCI）の審
査を 1週間にわたって受けることになった．JCI
は審査を通じて，国際的な医療の安全と質改善活

動を行っている．「最善の医療」ときくと，病院
の設備，専門医の数，手術件数や成績などを想像
しがちであるが，実際に厳しく問われたことは，
病院が組織体としてどのように医療安全，医療の
質を保証するシステムを構築し実践しているかで
ある．火事を例にとると，その予防体制，避難経
路，煙が充満する中で高齢患者が安全に迷うこと
なく非常口にたどりつけるか，非常口は中から簡
単に開けることができるか，一方で非常口を利用
した犯罪を防ぐようになっているか，非常口から
外に逃げるときにつまずかないような構造になっ
ているか，などを細かくチェックされた．患者や
スタッフの安全を守ることができなくてはよい医
療は提供できない．透析室内の感染予防や転倒予
防も事故対策の重要課題である．日ごろから防災・
安全意識を高め，災害対策や災害時医療連携シス
テムにつなげたい． （小松　康宏）
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